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報告書データ / Report
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

広い温度範囲でA T カ ッ ト 水 晶 振 動 子より周 波数精度 の良いK o T （ K e r f e d
orthogonal plate waves for zero Temperature coefficient）カットの板波を利用し
たOPAW(Orthogonal Plate Acoustic Wave)振動子の開発を行っている。2023年度
（23TU0019）の利用において、i線ステッパを用いてL/S（Line and Space）=
1.0 μm/1.0μm未満の櫛形電極(IDT: Interdigital Transducer)を形成する検討を行っ
た。今年度の利用ではi線ステッパを利用して発振周波数1 GHzの水晶振動子を作製
し特性の評価を行った。

実験
Experimental

1. 外形φ4インチ、厚さ0.1 mmの水晶ウェハに、Cr , Auの成膜及びレジス
トTSMR(V90 27CP)のスピンコートを自社で行った。
2. 上記水晶ウェハをi線ステッパにて以下の条件の範囲で露光を行った。
露光量：50 ~ 300 mJ/cm2

NA：0.45 ~ 0.63
σ：0.3 ~ 0.5
3. NMD-Wで90秒の現像を行った。
4. イオンミリング装置でCr,Auのエッチングを行った。
5. 自社にて作製したウェハをデバイスまで組み上げ電気特性の評価を行った。

結果と考察
Results and Discussion

種々の露光条件の中でウェハの大部分で1GHzのIDTパターンを形成することができ
る条件を設定することができた。その条件下で露光した発振周波数1 GHzの水晶振
動子のIDTパターン、電気特性、共振波形はそれぞれ図1、表１、図2に示す通りで、
目的の性能を有する水晶振動子を作製することができた。これまで使用してきたマ
スクレスアライナでは、1 GHzのIDTパターンがマスクレスアライナの最小線幅を
下回っていることに加え、図4に示すようなマスクレスアライナ特有のレーザーの
継ぎ目によるパターンの不連続性が本デバイスの特性に影響を与え、所望の特性を
有する振動子を作製することができなかった。i線ステッパを使用することで、十分
な解像度を得るとともにパターンの不連続性の問題を解決することができたと考え
る。
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Equations 1

図1 i線ステッパで露光したIDTパターン

図・表・数式 2
Figures, Tables and

Equations 2
表1 水晶振動子(発振周波数1 GHz)の電気特性

図・表・数式 3
Figures, Tables and

Equations 3

図2 共振波形(上：アドミッタンス、下：位相)
Center 1GHz , Span 1MHz
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図4 マスクレスアライナで露光したIDTパターン
パターンの連続性が損なわれている顕著な例
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